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干葉県における日常食品からの環境化学物質の一日摂取量（第1報）  
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HisayoshiHOSAKA，YasushiYOSHIOKA，YoshirsaKATO  

andMasanobuSAEKI  

その他の群（各20g）を石英皿にとり，低温灰化を行った。  

灰化後，0・1N硝酸20打αで溶解し，試験溶液とした0  「l  

給水銀については試料各10gを硫軌硝酸，過マンガン  

酸カリウムで湿式灰化し，試験溶液とした。  

（2）定量操作   

力ドミウム，鉛，鋼，ニッケル：DDTCLMIBK  

抽出後，原子吸光計になって測定した。亜鉛，マンガン：  

試験溶液のまま原子吸光計で測定した。総水銀：還元気  

化フレームレス原子吸光計で測定した。表－2に今回の  

各金属の定量限界値を示した。  

〔まえがき〕  

我々は，これまで個々の食品中における各種環境化学  

物質の存在量について継続的な調査を行ってきた。しか  

しながら，これらの物質の人体に及ぼす影響を評価する  

上でより重要な事は，直接人休に摂取される食事中での  

汚染実態である。今回，マーケットバスケット方式によ  

る“日常食品中の汚染物摂取量調査”（厚生省委託事業，  

内山充研究班）に参加し，千葉地域におけるPCB，農  

薬，重金属の1日摂取量調査を行ったので，ここではそ  

のうちの重金属について報告する。  

〔実験方法〕  

採取食品名と1日摂取量および調理法を表一1に示す。  

1）  1．分析試料：国民栄養調査の関東Ⅰ地区（千葉県を  
含む）に基づき，89種の食品種から最も摂取頻度の高い  

品目を1品目あるいは複数品目を選び，昭和58年6月28  

日～30日の期間に千葉市内の一般市場より購入した。つ  

ぎに89食品種を食品の化学的性質に従い，トⅩⅢ群に群  

別し，その他に光Ⅴ群として飲料水を加えた。食品の中で，  

通例調理を必要とする食品にについては，日常的な方法  

に従って調理を行った後に分析試料とした。図－1に食  

品の群別1日摂取量を示した。   

2．分析方法  

（1）試験溶液の調製：ヒ素，銅，亜鉛，ニッケル，マ  

ンガンについては，Ⅲ，Ⅵ，氾群（各20g），Ⅰ，Ⅲ，Ⅴ，  

）軋刃Ⅰ群（各30g），Ⅵ～Ⅸ群（各50g），ⅩⅣ群（200g）を  

硫酸，硝酸，過塩素酸を用いて，湿式灰化し，試験溶液  

とした。カドミウム，鉛については，Ⅵ，Ⅶ群（各5g），  

〔調査結果および考察〕  

表－3に食品群別の重金属濃度（〃g／g），1日摂取量  

（〟g／day／man）および水分含量（窃）を示した。図－  

2に各食品群が各重金属の摂取にどの程度寄与している  

かをみるために百分率で示した。表－4に，今回の調査  

結果を全国値かぉよびWHO／FAOの1日摂取許容量  

（ADI）と比較した。  

今回の本県の調却吉果を1日摂取量の全国値2）と比較す  

ると，鉛と総水銀が若干高かった他はほぼ同程度であった。   

鉛：Ⅰ，Ⅷ群の濃度は0．16〟g／gと低いが，1日の摂  

取量として高く，摂取量比でみると，2群共に30喀以上  

を占めている。これはⅠ，Ⅷ群共に，食品の摂取量が多  

いためと考えられる。   

カドミウム：Ⅰ，Ⅱ，群が各20喀以上を占め，全国値  

と較べると，Ⅱ群からのカドミウムの摂取量が多いのが  

特徴的であった。   

総水銀：Ⅹ，Ⅲ群にだけ検出され，X群からの摂取が  

85．7窃と大部分を占めている。ヒ素：Ⅹ群が濃度，摂取  

量とも高く，全体の50喀を占め，次いで，Ⅰ，Ⅶ群が高  

かった。Ⅷ群が高いのは海草類が含まれているためと考  

えられる。  

一ヽ   

千葉県衛生研究所  

（1984年9月29日受理）  
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千葉県における日常食品からの環境化学物質の一目摂取量（第1報）  

表－1（1）採取食品名と1日摂取量および調理法  

食 品 群   食品No．   食   名   摂取量g／day  調 理 法   

20  炊く  
Ⅰ米，米加工品  白米  了   焼く  

u  飯  

4押   麦  0．7  
5小 麦 粉  6．8  
6 食パン，フランスパン  48．9   

重董   

17  上白糖，ハチミツ   13．3  
18  ジャム（イチゴ，オレンジ）   0．7  

Ⅲ諾  
19  キャラメル，ドロップ   0．8  
2 0  あられ，せんべい（揚，醤油）   5．3  

5．2  
2ユ  ショートケーキ，カステラ       22  ビスケット，クラッカ   2．2  
2 3  大福，羊甘，柏餅，チョコレート   13．9   

24  

1  

25  1リン  
Ⅳ 油脂類  2 6  サラダi由  】 11．1  

2 7  ラード  
1  0．2  

28  マヨネーズ，ドレッシング   4．8  

2 9  味  噌   19．2   
3 0  豆腐（木綿，絹，焼，卵）   2 9．2   

V 豆 類  油揚げ，がんもどき   焼く，煮る                   7．4  
凍り豆腐   5，5  煮る  

33  煮豆（大豆昆布，うづら，うぐいす）   2．8  
3 3  小倉あん（缶）  

34】甘鼠 グレープフルーツ  86．1  
3 4    オレンジ，レモン   
3 5   リンゴ（国光，フジ）   30．4  

Ⅵ 果実類  36   バナナ（フィリッピン，台湾）   7．8   
37   いちご 0．4   
3 8   スイカ，ビワ，サクランボ，メロン   4 5．0   
3 9   果汁（トマト，オレンジ，リンゴ，ブドウ）   10．3   

4 0  ニンジン   14．6  ゆでる  

Ⅶ＋緑黄色野菜類  41  ホーレン草   
43 iかぶ（莫），ブロッコリ，こまつな，にら  
4 3  アスパラ（グリーン）   24．9  ゆでる  
43  パセリ，セロリ   

4 4  大  根   3 0．5  煮る  
4 5  玉ネギ   19．7  煮る  
4 6  トマト   14．6  
4 7  キャベツ   2 0．5  

48   キュウリ  
13．4  

菜   煮る  
Ⅷ言霊讐 5 0  枝豆，カブ（根），カボチャ，ゴボウ  煮る  

類  49．2  
5 0  タケノコ，ネギ，もやし，ナス  煮る  
51  つけもの（野沢菜，白菜）  20．8  
5 2  つけもの（大根，ナス）   17．9  
53  なめこ，しいたけ（生），マッシュルーム   煮る  
5 4  浅草ノリ，トコロテン   4．7  
5 4  わかめ，ひじき   煮る  
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表－1（2）採取食品名と1日摂取量および調理法  

食 品 群   食品No．   食  名   摂取量g／day  調 理 法   

5 5  醤  油   20．7   
5 6  ソース，トマトケチャップ   5．5  
5 7  食  塩   1．8  
5 8  日本酒   17．4  

Ⅸ 調味料  5 9  ビール（ビール，缶）   3 2．4   
好飲料   6 0  ウィスキー，ブドウ酒   5．7  

61  コ‾フ  
コーヒー   2 7．2  

61  紅  茶  2．49  
61  日本茶  159   

62  
63  
64   彗．簑  
65  
66  ミ   
66  
67  

Ⅹ 魚介類  
67  

68  
69  
70  
70  
71  
72   

74   
73  

7 5  牛肉（もも肉，ばら肉）  いためる  
7 6  豚肉（もも肉，ばら肉）   いためる  
7 7  鶏肉  11．4        37．2  14．8 いためる  

氾 肉，卵娼  7 8  鯨肉   
7 9  羊肉  
8 0  ハム（ロース，プレス），ウィンナーソー   

セージ   
ユ 2．1  

81  卵（鶏，うづら）  3 9．0  ゆでる   

10 8．4  
Ⅶ 乳 類   82 83 84 n  牛乳         ≡＝芸ノ£ぞ，ロ享子ゝ讐1トム   

8 5  ぎょうざ  1．9   いためる  

ⅩⅢ加工食品，その他  の食品                                  86  しゅうまい  2．9  
88  サラダ（ポテト，マカロニ，フレンチ）   
8 9  カレールー   1．7  

ⅩⅣ飲料水  水道水  600  

ニッケル：14群中11の群から検出され．そのうちⅤ群  

からの摂取が42．7喀を占めている。   

鋼，マンガン，亜鉛：微量必須元素である鋼，マンガ  

ン，亜鉛は全群より摂取されている。軌マンガンはⅠ， 摂300  

取  

量200  

（g）   

100  

Ⅱ，群からの摂取が多く，Ⅵ，Ⅶ∵ⅧⅠ群が少なかった。   

ADIの定められている，鉛，カドミウム，水銀，ヒ  

素について，今回の調査結果を比較してみると，いすれ  

もADI値を大きく下まわっていた。  

50  

〔まとめ〕  

1．マーケットバスケット方式による重金属の1日摂  

取量調査を行った。鉛，給水銀は全国値と比べると若干  

－74－  

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ X 刃：弐Ⅱ ⅩⅢ  
食品群   

図－1食品群別の1日摂取量（g／day）   



千葉県における日常食品からの環境化学物質の一日摂取量（第1報）   

N
0
〇
．
〇
 
 

Z
O
q
O
 
 
 

S
 
T
O
？
○
 
 

【
r
－
U
．
ニ
 
 

〓
－
こ
、
U
 
 

Z
0
〇
．
〇
 
 
 

N
0
0
〇
．
〇
 
 
 

N
0
0
〇
．
〇
 
 

寸  N  Lr）  

⊂〉  ロ  N  －→  ▼・－  ▼・→  N N  

O  ⊂】 ⊂⊃  ⊂〉  く＝〉  ⊂⊃  く⊃  ⊂〉 く⊃ 【＝）  ⊂⊃  ⊂⊃  （⊃  ⊂）  ⊂〕  ⊂〉  

寸   ∽  
く⊃  ⊂）  Cロ   寸   H   ⊂つ   N N  

く⊃  ⊂⊃  ⊂〉  ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂） （⊃  く＝〉 （＝） ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂） ⊂） ⊂〉  ⊂⊃  く⊃  

●ldl N  uつ  

⊂）  ⊂〕  N H  ▼・→  ▼・｛  の  寸  

【：⊃  ⊂〉  ⊂） ⊂）  ⊂〉  ⊂〉  ⊂〉  ⊂〉 ⊂⊃  ⊂）  ⊂）  ⊂〉  ⊂⊃  ⊂）  く⊃  ⊂⊃  

寸  N  uつ  

（⊃ （⊃  N  －■  ▼・→  ▼→  N  寸  

⊂〉  くっ  く⊃  ⊂⊃  ⊂〉  ⊂〉  ⊂〉  ロ ⊂） ⊂） ⊂〉  ⊂〉  ⊂） ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂）  

寸  N  し∩  
⊂）  ⊂） N  ▼→  －｛  ▼・｛  ▼・」  N  

⊂＞ （⊃ O q  ⊂〉  ⊂〉  ⊂〉  ⊂） く＝〉  く⊃  ⊂）  ⊂⊃  く＝〉  ⊂＞  （＝〉  【⊃  

■寸  N  Ln  

⊂〉  ⊂）  N   －｛  ▼｝   －｛  【■   N  

⊂） （：⊃  ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂）  ⊂）  ⊂⊃  ⊂） ⊂）  ⊂⊃  ⊂）  ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂）  ⊂＞  ⊂⊃  

■寸  N  しょつ  
⊂⊃  ⊂⊃  N  －｛  ▼・｛  ▼→  ナ｛  N  

⊂〉  ⊂〉  （⊃  （⊃  ⊂〕  ⊂〉  く⊃  ⊂⊃ ⊂）  ⊂〉  ⊂⊃  ⊂〉  ⊂）  ⊂⊃  ⊂）  ⊂〉  

寸  N  しっ  
（＝）  ⊂⊃  N  【」  ▼・」   ■→   －｛   N  

⊂⊃  く＝〉  （＝〕 （⊃  〔⊃  ⊂）  Q  ⊂） く＝〉  ⊂）  く⊃  ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂〉  ○  

寸  N  uつ  

く：⊃  〔⊃  N  －｛  ▼・→  －｝  一・｝  N  

⊂〉  く⊃  ⊂〉  く：⊃  ⊂＞  ⊂）  ⊂〉  ⊂〉 ⊂⊃  ⊂⊃  （⊃  ⊂〉  （＝）  く＝）  く⊃  ⊂〕  

寸  の  
⊂）  ⊂⊃  ∽  ・寸●  －｛  M  の  N  
⊂⊃  ⊂） （＝） ⊂〉  ⊂）  ⊂）  ⊂⊃  ⊂） ⊂⊃  ⊂） ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂）  ⊂〉  ⊂）  

■寸  N  Lr）  

く＝〉  く⊃  N  ▼・｛  【1  一  門  N  

⊂） （⊃  ⊂）  く⊃  ⊂⊃  く＝） ⊂〉  くっ く⊃  ⊂⊃  くっ  く＝〉  ⊂⊃  ⊂⊃  ⊂）  ⊂）  

寸  N  の  
⊂⊃  ⊂⊃  N  －l  ■・・l ・－1  N N  

⊂）  ⊂）  ⊂⊃  ⊂〉  ⊂＞  く＝⊃  ⊂⊃  ⊂） 1＝〉  ⊂）  ⊂⊃  ⊂⊃  （＝〉  【＝〉  ⊂）  く⊃  

型   

瞭   

笹   

卿   

帽   

祇  

嘲
鼻
軽
口
一
b
 
邦
対
地
閑
嘩
胡
欄
芸
祐
増
車
 
M
－
哨
 
 

ト
．
∞
の
 
 
 
 
ト
．
；
 
 

コ
Z
 
 
 
 
コ
N
 
 

S
．
Z
M
N
 
 
 
？
C
寸
ぢ
 
 
 
Z
．
り
Z
 
 

葛
r
 
 

】
H
 
 

（
u
吋
∈
＼
ゝ
再
P
＼
如
ミ
）
小
畠
叙
箭
〓
‥
蛍
ト
 
 

「
b
 
 

曙
 
胡
 
脚
 
咄
 
N
－
哨
 
 

ナ
 
 

（
軸
＼
加
ミ
．
㈱
唄
）
観
世
‥
題
↓
 
 
 

叫  
＼  

ヒ幻  
ミ  

∀  N  uつ  

く＝〉  ⊂⊃  N  ▼・→  ▼・｛  ▼・｝  N N  
⊂〉  ⊂⊃  く⊃  ⊂⊃  q  ⊂⊃ l＝〉  く＝〉 〔⊃  ⊂⊃  （＝〉  ⊂⊃  く＝〉  （⊃  ⊂）  ⊂⊃  

S
く
 
 

亡
ヨ
 
 

一
Z
 
 

U
N
 
 

n
U
 
 

q
d
 
 

p
U
 
 
 

ぎ
丁
↑
 
 

ー75－  



千葉衛研報告 第8号 72－761984年  

0
 
ハ
リ
 
O
 
 

I
J
 
り
】
 
l
 
 

ハ
リ
 
O
 
O
 
 

3
 
2
 
1
 
 

摂
取
量
比
 
 

0
 
0
 
0
 
 

3
 
2
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
n
U
 
 

4
 
3
 
2
 
1
 
 

ⅠⅡⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ 氾Ⅶ刃ⅠⅩⅣ   

図－2（2）食品群別重金属摂取量比  

ⅠⅡ ⅢⅣⅤⅥⅦⅧⅨⅩ刃∴ⅦⅩⅢⅩⅣ  

図－2 食品群別重金属摂取量比  

表－4 各重金属の1日摂取量の比較  高かった。   

2．群別摂取量比では，鉛は，Ⅰ，Ⅷ群（51・2喀），カ  

ドミウムはⅠ，Ⅱ群（56．6感），総水銀はⅩ群（85・7窃），  

ヒ素はⅩ，Ⅰ，Ⅷ群（97．6錫）に多かった0   

3．鉛，カドミウム，総水銀，ヒ素のいずれもADI  

を大きく下回っていた。  
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金属名  全国平均  千葉県  A．D．Ⅰ   

Pb   48   134．09   400   

Cd   32   27．8   60－70   

As   150   180．09   3000   

総Hg   6．9   9．88   40   

Ni  95．12  

Cu   1300   1410．3  貞   

Zn   9200   7366．6  

Mn   4300   3822．2  

■ヽ   

全国平均，千葉県ニルg／day／man  
A．D．I：〟g／day／60kg  
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